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conditioning:coaching method Ⅱ

コンディション、トレーニング指導

本授業では以下の2点を獲得することを目的としている。
1）コンディションを調える方法を学ぶ
2）トレーニング指導に必要な評価方法、トレーニング計画立案について学ぶ

・トレーニング指導に必要な体力、身体的な評価が出来る
・評価結果に基づいたトレーニング計画を作成できる

第1回
オリエンテーション、コンディショニングとは

授業の進め方、コンディショニングとは、スポーツにおけるコンディショニングの位置づけ

第2回
トレーニングのプログラミング①

トレーニングにおけるPDCAサイクル

第3回
トレーニングのプログラミング②

プログラミン部のテクニック、種類

第4回
トレーニングプログラム立案のための評価①

スペシャルテスト、柔軟性テスト、筋力テスト

第5回
トレーニングプログラム立案のための評価②

スペシャルテスト、柔軟性テスト、筋力テスト

第6回
トレーニングプログラム立案のための評価③

スペシャルテスト、柔軟性テスト、筋力テスト

第7回
トレーニング指導のテクニック①

指導の声掛け、テクニック、技術

第8回
トレーニング指導のテクニック②

指導の声掛け、テクニック、技術

第9回
トレーニング指導のテクニック③

指導の声掛け、テクニック、技術

第10回
トレーニング実技①

グループ発表

第11回
トレーニング実技②

グループ発表

第12回
トレーニング実技③

グループ発表

各回の講義内容を確認し、参考書を読む。

第13回
トレーニング実技④

グループ発表

第14回
トレーニング実技⑤

グループ発表

第15回
トレーニング実技⑥

グループ発表

各回、配布資料を用意する。以下、予習・復習にあたる参考図書を紹介する。
・日本トレーニング指導者協会　監修「トレーニング指導 者テキスト理論編、実践編、実技編」大修館書店

各回、配布資料を用意する。ほか、音声教材、映像（ビデオ/PC/その他画像資料）

・基礎共通科目（保健体育教職必修科目）。日本体育協会共通科目Ⅰ・Ⅱ修了証およびスポーツリーダー資格取得ため
の必修科目。日本トレーニング指導者協会認定トレーニング指導者受験資格取得のための必修科目

以下の3つの観点から評価する
１） 授業に取り組む姿勢（20/100）
２） 課題レポート（40/100）
３） 授業内の発表（40/100）

トレーニング指導者、体育教員などスポーツの指導に関わることに興味のある学生が是非受講して下さい


